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大会・公式戦結果 

 

 小 4  

【横浜国際チビッ子サッカー大会】 

＜Aチーム＞ 

vs 南ヶ丘キッカーズ 0-7● 

vs しらとり FC B  0-7● 

 

＜Sチーム＞ 

vs 太尾 FC-B  1-3● 

vs 公田 SSS-W  2-6● 

 

 小 6  

【こくみん共済 U-12 リーグ】 

vs 富岡 SC  0-0△ 

vs 文庫 FC  0-7● 

vs あざみ野キッカーズ 1-3● 

 

 JUNIOR YOUTH  

【県 U-14 リーグ】 

vs 川崎アズーロ   3-0〇※不戦勝 

【神奈川県 U-15 リーグ】 

vs OSA   2-1〇 

 

 YOUTH  

【神奈川県 U-18 リーグ】 

vs 日大高校  1-3● 

【関東クラブユースリーグ】 

vs SOLTIRO FC U-18 1-6● 

 

 TOP  

【神奈川県社会人リーグ 2部】 

vs 星が丘サッカークラブ 4-0〇 

 

 PAPAS  

☆REC 

【県四十雀 4部リーグ】 

vs 駒寄シニア  1-3● 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【県リーグ 2部 Bブロック優勝】 

 かながわクラブ TOPチームは、10

月 8日（日）に県リーグ戦第 10節を

行い、星が丘サッカークラブに 4－0

で勝利しました。この結果、1試合を

残し県リーグ 2 部 B のブロック優勝

が決定しました。試合は前半は相手

の堅い守りに苦戦しましたが、後半

に入りボールが動き出し、相手の最

終ラインの裏に出るパスが通り始め、

3 得点することができました。また、

10 月 29 日（日）に行われる予定の

FC コラソン・プリンシパルとの最終

節は台風のため中止になり、代替

試合は行われないことが決定し、リ

ーグ戦の全日程が終了しました。 

 先月号のトリコロールでもお知らせ

したとおり、例年ですとこれで 1部昇

格が決まるのですが、今年は JFLか

ら関東リーグへの降格チーム、さら

に関東リーグから神奈川県リーグへ

の降格チームが複数発生する可能

性（現時点で JFLが終了していない

ため未確定）が高いため、1 部昇格

のために、2 部 A ブロックの優勝チ

ーム、FC グラシア相模原との順位

決定戦を行い、勝利チームが自動

昇格の可能性があります。今年はそ

の順位決定戦をホームアンドアウェ

イ方式で 2 試合行うことが決定しま

した。 

第 1戦（A） 11月 5日（日） 

横山公園人工芝グラウンド 



トリコロール 2017.11月号 発行：特定非営利活動法人かながわクラブ 
〒221-0076横浜市神奈川区白幡町 2-11  TEL045(633)4567/FAX045(633)4577 

http://www.kanagawaclub.com 
 

 

2 

18:45キックオフ 

第 2戦（H） 11月 12日（日） 

しんよこフットボールパーク 

19:05キックオフ 

ブロック優勝決定の試合は、大勢

のみなさまに応援いただきありがとう

ございました。みなさまの応援が選

手たちの後押しになります。これか

らも応援よろしくお願いいたします。 

 

【オフィシャルサイト TOPチームページ】 

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一） 

YOUTH 

10月で県 U-18 リーグの全試合

が終了いたしました。結果は 3勝 4

敗 1分で 9チーム中 7位でした。結

果的には 7位でしたが、後半の数

試合の結果次第では上位に入る可

能性も残している状態で、特に 4位

以下は混戦となり、選手たちは上位

を目指し最後まで非常に良く戦いま

した。今年はスタート時から 1・2年

生主体での戦いとなり、相手チーム

が 3年生主体となる夏頃までは厳し

い戦いを強いられましたが、厳しい

試合を重ねる毎に選手たちは成長

し、結果的にチーム力も成熟してい

きました。ただ、気持ちが切れてしま

い大量失点してしまう試合や、ここ

ぞという大事な試合で勝ちきれない

部分は、まだまだ取り組みの甘さが

出てまっている部分であり今後改善

していく必要があります。 

 負け試合や強豪チーム相手で

も、随所に良い形や通用する部分

が見られるようになってきております。

しかし、試合を通してその集中力や

取り組みが続かず大敗してしまった

り、集中が切れた瞬間に一気に崩さ

れて落とす試合が多く、結果だけを

見ると敗戦が多く非常にもったいな

いです。 

この状況を改善しさらに上を目

指すためには、やはり日頃の取り組

みが重要であると考えます。監督や

コーチが怒鳴ったり、厳しい罰則を

設けて無理強いするのではなく、選

手自身が日頃の取り組みの重要さ

に気づき改善していけるようになる

ことを、引き続き刺激を加えながら

根気よく取り組んでいきたいと考え

ております。 

 今月は関東クラブユースリーグ

と県クラブユースリーグが行われ、

公式戦の連戦となります。少しでも

上を目指そうというチームの雰囲気

は悪くはありません。取り組みの甘

さやむらを改善し、個人としてもチ

ームとしてもより向上していけるよう

引き続き取り組んでまいります。 

（豊田 泰弘） 

JUNIOR YOUTH 

U-13リーグが 11月 25日より開幕

いたします。今年は FC OFFSIDE と

の合同チームで出場しますが、初

めての 1 年生のみで出場する公式

戦です。今までは対戦相手が 2 年

生ということで、自分に何かあっても

言い訳ができましたが、今回は同じ

年齢の選手同士の試合ですのでご

まかしはできません。チームが一つ

でも多く勝てるよう、全選手がハード

ワークし、真剣勝負することを忘れ

ずに。また、何ができて何ができな

いのか、試合の中で把握することが

今後の成長のためにも重要です。 

雨続きで U-15 リーグが消化でき

ず、中 3 選手は残念ながら全試合

を消化できないかもしれません。自

分が決めた最終戦まで中学生年代

最後の公式戦を楽しみましょう。そ

して終了後は頭を切り替えて、今度

は希望高校合格に向けて受験モー

ドに切り替えましょう。（直ぐには難し

いかもしれませんが。リフレッシュで

グラウンドに立つことはいつでも歓

迎です） 

中 2 選手は U-14 リーグと並行し

てU-15 リーグも消化しなければなり

ません。U-14 リーグは勝点を伸ば

せるチャンスが 2 試合残っています

し、U-15 リーグも先輩の意志を継い

で、一つでも順位を上げられるよう、

両リーグを最後まで戦ってください。 

(高田 成典) 

 

U15 リーグも残り数試合ながらも

連日の悪天候により順延になって

いる状況です。また、選手たちは塾

との兼ね合いで練習も休むことも少

なくありません。その中でも参加して

いる選手には「うまくなるのに人数は

関係ない。コツコツと積み重ねること

でしか上達しない。」ということを伝

えています。現在は受験モードに移

行している選手が多い中でサッカー

を続けることは不安だと思いますが

毎回の練習や試合を大切にしてし

てほしいと思います。技術はボール

を触った分だけうまくなります。横浜

F・マリノスの中澤選手は今でもチー

ムの練習が終えた後のロングボー

ルのキックを毎回行っています。試
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合のパフォーマンスは年を重ねた

今も保っているどころか上昇し続け

ています。上達に限界はありません。

また、良いレベルまで達したあとも

それを維持し続けるには日々の積

み重ねであることを理解してほしい

です。11月でU15 リーグも終えます。

中学校年代最後の活動をおもいき

り楽しみ、全力でプレーできるによう

に全力でサポートしていきます。 

(斎藤 幸宏) 

小 6 

年度内の大きな公式戦の 1 つで

ある FA リーグ(後期)が終了しました。

最終的な結果は 1勝 7敗 1分で勝

ち点を 4とし、10チーム中 10位とい

う順位となりました。結果は非常に

悔しいものとなりましたが、接戦での

ゲームを落とした印象が強く、勝ち

星のことだけを考えればもっと数を

稼げたのではないかという思いを感

じます。しかし、サッカーの話をする

上で、「もし〜だったら、あの時〜し

ておけば」という言葉は禁物です。

結果は結果として潔く受け止め、こ

れからの活動に対してこの経験を生

かしていくべきだと思います。内容

に目を向けると、10 チームの中で 1

位となった相手に対して 0-0 で引き

分けるなどの善戦もあったので、好

不調の波を減らしていくことができ

れば、個々がさらにいい選手となり、

集団でみたとしてもいいグループと

なると感じました。 

これから先は、次の公式戦まで期

間が空いてしまいますが、日々の平

日練習・土日の練習や TRMの中で

も己を磨く方法はたくさんあると思い

ます。卒業までに、少しでもサッカ

ーにおける向上を目指すことと、人

間力を高めることを同時進行で進め

ていってもらえることを期待したいと

思います。 

(西井 純一) 

小 5 

今月は雨天が続き多くの活動が

残念ながら中止となってしまいまし

た。こんなにも天候に悩まされたの

は近年なかったと思います。 

そんな中でも久々のトレーニング

マッチを行うことができました。参加

者を 2チームに分け試合を行いまし

たが、1チームは全勝し、もう 1チー

ムは全敗という結果になりました。全

勝した方のチームはよくパスも繋が

り、相手の状況を見ながら判断しプ

レーを選択することができ、随所に

良いプレーをみせてくれました。も

っとプレッシャーが強い相手でもこ

のようなプレーができるよう引き続き

取り組んでいきましょう。全敗のチー

ムは結果的に勝利することはできま

せんでしたが、徐々に点差を縮める

ことができ最後まで一生懸命取り組

むことができていました。試合にお

いて、勝った場合は全てが良くて、

負けた場合は全てが悪いというわけ

ではありません。特に練習試合にお

いては結果だけにとらわれることなく、

何が良くて何が良くなかったのかを

把握し、あまりうまくいかなかった部

分は次の練習で改善できるよう取り

組んで、次の試合のときには同じミ

スを繰り返さないよう、1試合 1 試合

良くなっていけるよう取り組んでいき

ましょう。 

(豊田 泰弘） 

小 4 

【Sチーム 勝つために必要なこと】 

S チームは、10 月 8 日に国チビ

最終日を戦いました。この日の初戦

は先制点をあげながら逆転負け、

最終戦は先に 3 点を奪われ、得点

しても更に突き放されて追いつくこ

とができないまま試合を終えました。

予選リーグの結果は、1勝 4敗 1分

け (11得点、20失点) 7チーム中 6

位で予選リーグ敗退となりました。

大会に臨むチーム分けを発表して

から、S チームの選手には「君たち

は、この4年生のなかで攻撃力が優

れている選手たちだと思う。今まで

守備は A チームの選手たちがやっ

てくれた。その選手たちがいないこ

の大会では得点することと同じくら

い守備もできるようにチャレンジしよ

う」という話をしました。予選リーグで

あげた 11得点は、リーグ 4番目でし

た。初戦以外は毎試合得点をあげ

ることができ、誰かが多く得点したと

言うよりも、何人もの選手が得点し

たことは、本領を発揮してくれた結

果だと思います。しかし、20 失点は

リーグ 2番目に多く、そのうち 10 点

は相手にプレゼントしたような形で

した。先制点をあげながら逆転され

て負けたこと、2 点差を追いつかれ

て引き分けたことなど悔しい思いを

しました。サッカーは、得点よりも失

点が多ければ試合に勝つことはで

きません。今大会で Sチームの選手

たちは、守ること、勝つことの難しさ

を体験しました。「相手からボールを

奪い、ボールを運んで、ゴールを奪
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う」ために必要なことは以下のように

選手たちに伝えながらトレーニング

してきました。ドリブルはボールを追

いかけることではありません、運ぶこ

とです。パスはボールが味方に届

いてパスになります。ボールを受け

取る準備はできてますか？コントロ

ールすることができてトラップです。

相手の触れられないコースを狙って

シュートできればゴールになります。

これらを選手が心に留め試合で発

揮できなかったのなら私の指導力

が足りない結果だと思います。悔し

い思いをしたからこそ、今まで取り

組んできたことを「更に意識」高く練

習することができれば、今よりもっと

楽しくプレーできるようになると思い

ます。勝ちたい気持ちは、相手選

手も持っています、サッカーが上手

で戦う気持ちが強い選手が多いチ

ームは試合で勝つことができると僕

は信じています。 

【Aチーム 戦う気持ち】 

Aチームは、この原稿を書いてい

る時点で、雨や 2 週続けての台風

による延期が重なりリーグ戦の最中

です。4 試合を終えた時点では、得

点をあげることができず、苦戦して

いますが試合の内容はどんどん良

くなっています。出番がくるまでベン

チに座っている選手も大きな声で

戦う仲間を励ますなど、チームとし

て良い雰囲気で戦うことができてい

ます。A チームの選手たちは、この

大会が始まるまで守備的なポジショ

ンでプレーすることが多く、4年生の

なかでは、サッカーになると控えめ

になる性格の選手が多いチームで

す。しかし、この大会では今まで内

に秘めていたメラメラと熱いプレー

を見せてくれています。フォワード

に入り積極的にシュートを打つ選手

や、今まで見たことない勢いで相手

を置き去りにするドリブルを見せる

選手、ワンタッチパスや壁パスで相

手ゴール前に攻め込む場面も多く

見られるようになりました。彼らの特

徴でもある守備では、失点は多いな

がらも、ほとんどが焦ってプレーした

自分たちのパスを相手に奪われた

ものや、足の速さやシュート力で相

手が上回ったというものです。相手

からゴールを奪うためにも必要なボ

ールコントロール(トラップ、ドリブル、

パス、シュート)、と自分の身体を思

い通りに動かすこと、相手を攻略す

るために考えながらプレーすること

も成長期の彼ら 4年生にとって更に

取り組む必要があると感じています。

S チームの方でも触れましたが、今

より上手になるためには、絶対に上

手になりたいということを「意識」しな

がら練習することで更に楽しくプレ

ーできるようになると考えます。一日

のなかで友達と、ひとりでもボール

を触る時間をつくる、人のサッカー

を観て、自分の頭のなかで自分な

らこうするな、と考える、大人の凄い

プレーを真似したり、試合でできる

ことをイメージしながらボールに触る

ことも必要だと思います。これは自

分の気持ちで行動するしかありませ

ん、お父さんお母さんに言われて

やることではありません。自分が上

手になりたいと思った時にやってみ

てください。 

最後になりますが、S チーム、A

チームともに悪天候に左右されな

がら日程変更にもかかわらず、保護

者の皆様にはサポートいただき、あ

りがとうございます。試合に勝つこと

は目標ではありますが、最優先する

のは選手たちがサッカーを楽しみ

ながら上手になることです。これから

も選手たちへのサポート宜しくお願

い致します。 

（嘉手納 大輝） 

小 3 

雨が続き活動が行えない週末が

続いています。チーム編成を見直し、

また新たなスタートという時にとても

残念です。また、気温もぐっと下がり

風邪を引きやすくなっているので、

手洗い、うがいを行うと共に、活動

後等、体を冷やさないように着替え

を持参するなり、防寒着を着用する

などして、体調管理に気をつけてく

ださい。体調管理も選手として重要

な役割です。これから更に寒くなる

と思いますが、怪我や風邪に気を

つけて楽しくサッカーをしましょう！ 

(佐藤 伸一) 

小 2 

【これまでは丁寧に…】 

秋の公式戦（国際チビッ子）を終え

て、通常の活動に戻りました。今、グ

ラウンドで重視していることは、公式

戦の反省を踏まえて、ドリブルにして

もフェイントにしても、精度を上げると

いうことです。この公式戦では、なか

なか相手の勢いに押されて、自分た

ちが練習してきたドリブルやフェイント

を十二分に発揮することができなかっ
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たという感想を持った選手が多かった

ようです。結果的には、相手の得意な

走り合い、蹴り合いに持ち込まれて、

走り負け、蹴り負けたという試合ばか

りでしたから。 

そこで、10 月に入ってからは、ドリ

ブルとフェイントの練習形態を替えて、

精度を上げることを目標にしました。

今までは、各自が自由に自分のタイミ

ングでドリブルをし、相手のディフェン

スをイメージしてフェイントをかけると

いうものでした。これには、ディフェン

スをイメージしてという大切な要素が

含まれています。自分の頭の中で相

手のディフェンスをイメージし、ドリブ

ルやフェイントを行うことで、常に自分

の頭を働かせるということが必要にな

ります。しかし、イメージする能力に個

人差が大きく、フェイントを行う回数に

も差が出てしまいます。更に、決定的

なのは、相手が実在しない分、真剣さ

というか切迫感がなく、どうしてもスピ

ード感に欠けてしまうことです。 

勿論、ドリブルやフェイントの練習

の取りかかりとして、ゆっくりで良いか

ら丁寧に、動きを確認しながら習得す

ることが大切なのは言うまでもありませ

ん。手や脚だけでなく身体全体の動

きを正確に身につけなければ、スピ

ードを上げた時に、身体の動きがバラ

バラになってしまいます。相手のディ

フェンスのイメージもなく、雑に身体を

動かすだけでは、全く意味がないの

です。まずは、正確な動きを身につけ

るために、ゆっくりで良いから丁寧に

ドリブルやフェイントを行うということが

大切であったのです。 

【これからは精度を上げる…】 

今後は丁寧さに加えて、徐々にス

ピードを上げていくことになります。具

体的には、コーンをディフェンスに見

立てて、ドリブルでディフェンスに仕

掛けていき、直前でフェイントをかけ

て、相手ディフェンスを抜き去るという

練習を加えました。イメージではなく

コーンというディフェンスを前にして、

間合いとスピードを調節しながらフェ

イントをかけていきます。このトレーニ

ングでは、待ち時間と単調な動作の

繰り返しというマイナス要素があります。

しかし、スポーツにおいて、基礎トレ

ーニングの大切さはどのレベルにお

いても変わりありません。これまでは、

集中力の維持の問題や興味関心を

引くかどうかという点から、単調なトレ

ーニングはあまり低学年ではさせたく

はなかったのですが、今回は、子ども

たちのなかにもドリブルやフェイントの

精度を上げなければという危機感も

出てきているので、敢えて、単調なト

レーニングを取り入れてみました。子

どもたちの食いつきは思いの外良か

ったので、このトレーニングはしばらく

続けさせたいと考えています。 

【団子状態からの脱却…】 

トレーニングの仕上げのフルコート

でのゲームでは、団子状態からの脱

却を目指しての動き方をアドバイスし

ています。端的に表現すると、守備の

時には手のひらを「グー」に、攻撃の

際には手のひらを「パー」にということ

です。守る時にはボールに人数を集

中させることが重要で、攻撃になった

時にはボール保持者以外はボール

から離れる（広がる）動きをするという

ことです。特にドリブルを仕掛けて、

相手のディフェンスが集中してきたら、

必ず逆サイドにはフリーの味方や広

大なスペースが生まれているはずで

す。それを意識して、ボールを早く逆

サイドに運ぶことを考えるように指導し

ています。今のところ、その方法がパ

スなのか、ドリブルなのかは、本人の

選択に任せたいと思っています。 

ボールに集まらずに逆サイドで待

っている選手も徐々に見られるように

なってきました。前がダメなら横へのド

リブルを選択する子も出てきました。

偶然かもしれませんが、ごく稀に素晴

らしい横パスが通ることもあります。密

集を広げる（打開する）ために、何が

最善策かを考え、実行できるように早

くなってほしいものです。 

【最後に…】 

週末に雨が続いたり、学校行事と

バッティングしたり、なかなか皆の顔を

見ることができないのは残念ですが、

大切なのは、日曜日の活動だけで満

足するのではなく、平日もできるだけ

ボールに触れる機会を増やすことで

す。一人でもドリブルやフェイントの練

習はできますし、何人か集まれば、ミ

ニゲームができます。毎日ボールに

触れるように心がけましょう。そして、

活動日の前後も、グラウンドの隅は空

いていますので、他学年の練習の邪

魔にならないように、ボールに触れて

いることができるはずです。上級生と

ミニゲームをすることも、技術の向上

には非常に有効なことです。サッカー

が上手になりたいと思うのならば、誰

よりもたくさんボールに触れる機会を

持つことです。これまで、かながわクラ

ブの出身でＪリーガーになった選手た
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ちは、誰もが皆そんな子どもたちでし

たから…。 

(佐藤 敏明) 

幼児・小 1 

先日、学年初の懇親会が開催さ

れました。参加した子供たち一人ひ

とりが前に出て自己紹介をしたので

すが、(幹事の鈴木さんの巧みなリ

ードに助けられもしましたが)黙りこく

ってしまったり、逆にふざけてしまっ

たりもせず、全員がはっきりとしっか

りと話をしていたのに驚きました。ま

た、興味深かったのは、｢将来何に

なりたいか？｣の質問には、『サッカ

ー選手』についで『陸上選手』と答

えた子供が多かったことです。 

昨年のリオオリンピックに続き、今

年の世界選手権でも 400ｍリレーで

男子が銅メダル、今年の９月には、

桐生選手が日本人初の 9 秒台とな

る、9秒 98を記録し、日本人が世界

レベルで活躍する光景を見て、子

供たちは大きな夢を膨らませたので

しょう。 

私が小学生の頃には、男の子の

多くはプロ野球選手に憧れていまし

た。放課後といえば、公園や空き地

で野球(三角ベース：人数とスペー

スと道具を最大限に工夫したゲー

ム)をしていました。1968 年のメキシ

コオリンピックでサッカー日本代表

が銅メダルを獲得したのを期に、サ

ッカーブームがやってきました。Ｊリ

ーグの前身となる日本サッカーリー

グが始まり、それまで数百から数千

ほどの観客が４万人も集まるまでに

なりました。その結果、男の子の好

きなスポーツは野球からサッカーに

取って代わりました。ただし、私が通

っていた中学にはサッカー部がなく、

なぜか剣道部に１年間在籍し、２年

生からバレーボール部に移りました。

私がサッカーを本格的に始めたの

は高校からです。 

こんなことがありました。中学に入

学して間もない頃、私の教室に体

育科の先生がやってきて 

｢浜野くん、いるか？｣ 

｢はい！｣ 

｢お前、市の陸上大会の 400ｍリ

レーに出ることになったからな｣ 

｢はい? 僕は剣道部ですが、、、｣ 

｢そう決まったからな。頑張れ。｣ 

｢？？？｣ 

そして、400ｍのコースがとれない

校庭で、日本のお家芸のバトンはも

ちろん、何の練習もなしで大会に出

て、結果は、、、(すみません、覚え

ていません！) 

走ることは得意でしたが、陸上部

で本格的にトレーニングしようとは思

っていなかったので、この経験はそ

の後の進路に何も影響しなかったよ

うに思います。でも、それはサッカー

が人気スポーツになり出して、憧れ

の選手がたくさんいたからであり、

現在のように日本選手が世界の陸

上大会で大活躍をしていたら、、、と

考えると、前述の子供たちの夢も

｢なるほど！｣とうなずけます。 

憧れる選手がいる。目標となる人

がいる。なんとすばらしいことでしょ

う。子供たちには無限の可能性があ

りますから。 

東京オリンピックまで 1000日を切

りました。3 年後には世界の様々な

スポーツのトッププレーヤーを目の

前で見ることが出来ます。サッカー

はもちろん、様々なスポーツを観て、

やってみて、子供たちには、生涯楽

しめるスポーツに出会って欲しいと

思います。 

(浜野 正男) 

PAPAS 

【REC 2017 年度県シニアリーグ 4

部を終えて】 

2017 年度の県シニアリーグ 4 部

は 10月 1日の箱根開催を最後にで

全日程を終了しました。今シーズン

の戦績は、1 勝 9 敗 1 分の勝点 4

で最下位（12位）の結果となりました。

昨年は 10位でしたので残念な成績

でのフィニッシュとなります。 

得点 5（得点者：五十嵐 3、小林 1、

市村 1）、失点 21 

【今シーズンを振り返って】 

REC はメンバー間の年齢の違い

（40歳そこそこから 50歳代後半まで）

も大きく、サッカー経験の多い少な

いもかなり違うのですが、シーズンを

通して楽しくサッカーができたことが

一番の収穫でした。試合中の大き

なケガなどトラブルがなかったのも

何よりでした。 

また、今シーズンは若手（といっても

40 歳から 45 歳ですが。。。）の新メ

ンバーがまとまって加入し、センタ

ーライン（CB、ボランチ、CF）に定着

するなど世代交代が着実に進んだ

一年でもありました。とりわけ DF 力

という観点では昨年度に比べ総失

点数を減らすことができ、1 試合で

の最大失点が 3 点ということで、い

わゆる「壊れた試合」にすることもな
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くリーグ戦を終えることができました

が、得点力では昨年度に引き続き

課題が残りました。 

一方、勝敗という観点では実力

上位のチームにも食い下がったも

のの、最後の最後で失点するなど

惜しい結果の試合が 4-5 試合あっ

たというのが実感です。この点は、

来年度に向けて、かえって楽しみが

残っているというとらえ方をしていま

す。 

しかしながら、各試合の参加人数

は、まだまだ改善の余地があると感

じています。今年度の登録は昨年

度より 2名増えて 24名でしたが、仕

事や家庭の都合、さらには病気（こ

の年代になるとあなどれません）な

どもありました。多くの試合が 12～

13 人の参加であったので全体的に

運動量で押されるケースが多く、今

後戦績を上げるには参加人数を増

やしていくことがひとつの課題になり

ます。 

昨年度以上に、試合の中でボー

ルをつなぐことはできるようになって

いるので、やっていて楽しいサッカ

ーにはなっているのですが、最後の

決定力が引き続き課題です。リーグ

全体のレベルが年々上がってきて

いることもあり、得点増という結果ま

では至っていない状況にありますが、

今年度の守備力向上の手ごたえも

あり、来年度はもう少し攻撃に重心

を置いた布陣も考えてきたいと思い

ます。 

【来シーズンに向けて】 

まずは、今年度取り組んできた、

丁寧にボールをつないで攻めるス

タイルは継続していきたいと思いま

す。そのためにも、ボールコントロー

ルの技術向上がポイントになってき

ます。冬の間には港北小のパパス

の活動に積極的に参加してボール

に触れる機会を増やしていきましょ

う。 

また、試合への参加人数を増や

したいと思います。ケガや病気を治

して参加率を上げるとともに、新た

なメンバーを迎えて運動量で相手

に負けない体制を作るのがポイント

です。新年度のメンバー募集はこれ

から行われますが、シニアサッカー

に関心のある方は、毎週の港北小

の活動でスタッフメンバーに遠慮な

く声をかけて下さい。 

ということで、今年度も REC の活

動へのご協力ありがとうございました。

来年も楽しく壮年サッカーを楽しみ

たいと思います。来春に向けて体調

回復、技術向上に励みましょう。 

よろしくお願いします。 

(平澤 祐介) 

ヨーガ 

【横浜マラソンが！？】 

10月 29日の日曜日に横浜マラソ

ンが行われる予定でした。が、ご存

じのように、台風にともなう悪天候の

ために中止になってしまいました。 

初回よりボランティアとしてかかわ

らせていただき今回で 3 年目。回を

追うごとにイベントへの愛着もわきま

す。そして何より今回は、突然起き

たボランティア不足をみんなの力で

補って、やっと迎えた当日でした。

なのに、まさかの中止です。中止決

定を知ったときは思わずその場にし

ゃがみこんでしまいました。全身に

力が入らない。茫然自失とはこうい

うことをいうのですね。 

しかし、私のグループに集まって

くださったボランティア協力の方々

のお気持ちは温かかった。その言

葉に救われました。「ここまでありが

とう。」「本当にお疲れ様でした。」

「大人数への連絡は大変だったこと

でしょう。」「当日を待っている間ドキ

ドキワクワクでした。」等々。そして全

員の方が「楽しみを来年に持ち越し

ましょう。」という頼もしい声掛けをく

ださいました。こんな優しい方々に

囲まれている私はなんと幸せなので

しょう。 

辛い中止でしたが、それが大切

なことに気づかせてくれました。ヨー

ガのくれた皆様とのご縁に感謝です。

いつまでもめそめそしていてはいけ

ませんね。来年に向けて気持ちを

切り替えていきます。 

皆様、ぜひ来年も横浜マラソンボ

ランティアでご一緒しましょう。そのと

きは、また、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

(伊藤 玲子) 
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